
【技術の名称】組杭式プレキャスト桟橋「クロスパイルピア工法」 

 

【依 頼 者】鹿島建設株式会社 

 

【技術の概要】 

本工法は、斜め組杭式桟橋および斜杭式ドルフィンのRC上部工を、陸上ヤードにおいてサイトプレ

キャストにより構築し、海上に打設した鋼管杭の上に

起重機船により一括で架設する桟橋上部工の構築方法

である。 

杭式桟橋は直杭式桟橋と斜め組杭式桟橋に大別され

る。桟橋に作用する水平荷重に対して、直杭式は曲げ

が、斜め組杭式は軸力が卓越する抵抗機構となるた

め、一般的に斜め組杭式桟橋は直杭式桟橋よりも杭を

合理的な構造にできることが多い。本工法は、杭打ち

工事と並行して陸上ヤードで上部工を構築しプレキャ

スト化することで、従来の場所打ち工法に比べて工事

期間の短縮が可能となる。さらに、上部工をサイトプ

レキャストとして構築することで、品質の安定化に加

え、海上作業の省力化・省人化、第三者影響の低減お

よび環境負荷の低減が期待できる。 

なお、接合部は鞘管、接合管および無収縮モルタル

等から構成され、鞘管と接合管の接合方法として、シ

ムプレートを介して両者を溶接する方法と、両者にシ

アキーを設けて無収縮モルタルまたはコンクリートを

充填する方法があり、構造条件に応じていずれかが適

用される。 
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 【評価の結果】 

一般財団法人沿岸技術研究センターが定める港湾関連民間技術の確認審査・評価に関する実施要

領に基づき、下記の内容を確認した。 

なお、本技術における鞘管と接合管の接合方法は、シムプレートを介して両者を溶接する方法

（以下、「シムプレートタイプ」という。）及び、鞘管及び接合管にシアキーを溶接し、無収縮モル

タル又はコンクリートを充填して接合する方法（以下、「シアキータイプ」という。）の 2 種類があ

る。 

 

（１）杭頭埋込部の水平支圧抵抗による曲げ耐力および鋼管の曲げ耐力が、従来の係留施設の桟

橋で用いられる算定方法により安全側に評価できること。［シムプレートタイプ・シアキータイプ

共通］ 

（２）杭頭曲げにより発生する上部工梁の鉄筋応力度が、従来の係留施設の桟橋で用いられる平

面保持を仮定した鉄筋応力度の算定方法で安全側に評価できること。［シムプレートタイプ・シア

キータイプ共通］ 

（３）シアキー接合部における軸耐力が、一般的なジャケット構造のシアキー接合部で用いられ

る算定方法により安全側に評価できること。［シアキータイプ］ 

（４）モデルケースにおいて、従来工法（場所打ち構造）と比較して、本工法を適用することで

海上工事期間および全体工事期間を短縮でき、かつ省人化できること。［シムプレートタイプ・シ

アキータイプ共通］ 

（５）モデルケースにおいて、従来工法（場所打ち構造）と比較して、本工法を適用することで

推計 CO2 排出量を低減できること。［シムプレートタイプ・シアキータイプ共通］ 


